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１．研究計画の概要 

陶磁器の産地同定を行うに有効な手段と
して、試料の胎組成の化学分析から、微量元
素の含有量を比較することで特定地域を推
察する方法がある。本研究は､窯跡出土の陶
磁器片胎組成を高精度で計測し、各窯址別年
代別の基準値を確立することが目的である。 

目的を実現するために、三つの研究を行う
必要がある。 

 
(1)窯跡出土が確実な陶磁器片(試料)の収集 
 発掘担当者により陶磁器片出土状況が示
された試料を、出土層位や器形等から種別や
年代にあらかじめ分けて収集する。収集され
た複数試料がその窯跡のその年代を代表し
ているものとする。 
 
(2)破壊分析法(ICP)による試料に含まれる微
量元素の測定 
 前処理、容液化の段階で生じる誤差を極力
少なくし、良く校正された分析機器により、
複数の微量元素を正確に測定する。器具の洗
浄から始まる測定のための手順書を細かく
策定する。定量値の再現性を得るために、無
駄な動きのない、効率的手順を確定する。 
 
(3)従来報告されている陶磁器片の化学組成
(分析値)の集成および本研究成果の公開 
 これまでに報告される中国や日本の陶磁
器胎土の組成分析値を集成し、本研究での成
果と比較する形でデータベース化し公開を
してゆく。 
 
２．研究の進捗状況 

研究計画の概要に示す(1)(2)(3)の各項目に
ついて、進捗状況を記す。 

(1)国内外の窯跡出土試料の収集は順調に進
展しており、出土状況の報告書と共に、分析
担当に送付が完了している。試料の分析を待
って科学的考察を行う段階となっている。 

 
(2)ICP による試料測定協力予定者が、次年度
には関東圏外への転勤、昨年度の予定者では
突然の逝去など不幸が重なり、誤差を抑えた
最良の ICP 発光分光分析手順の確定に十分
な成果が上がっていない。測定前段階の基礎
的事項の確認試験は完了しており、データ再
現性の段階にあるものの、遅滞している。 
また、当初産地同定を行うための特定元素

を探しだし、主要元素との含有量比較をする
ことで目的が達せられると考えていた。しか
し生産地数が多数になったことで、この手法
では十分ではないことが分かり、多数の微量
元素を同時に測定して多元的に比較して結
論を導く必要が生じている。 
 
(3)各分野でこれまでに報告済みの陶磁器化
学組成(分析値)のパソコンデータ入力は順調
に進捗している。しかしデータの信頼性に関
わると考えられる、測定手法や分析機器につ
いてのデータが得られず、続けて調査中であ
る。本研究で得られたデータで確実に産地同
定が可能かどうかは、多変量解析等の統計処
理を行い総合的判断が必要と感じている。 
 
３．現在までの達成度 
④遅れている。 
 測定容液化試料の作成と分析機器による
計測が遅れており、研究計画全体に影響を与
えている。計測手順書の策定も十分ではない。 
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４．今後の研究の推進方策 
以下計画項目に沿って示す。 
(1)窯跡出土陶磁器片の出土状況の報告送達
に一部不足部分があり、確認作業を進める。 
 
(2)ICP 発光分光分析の実験と計測は、これま
で東京工業大学を中心に研究計画が進んで
いた。本年、本研究共同研究者の所属機関に
て装置の導入がなされたため、そちらでの計
測を中心に進める予定である。実験計測時間
が十分得られるよう努力したい。 
 
(3)一部困難な部分を含むもののデータの収
集は順調であり、公開データベース化に向け
ての収集試料の画像処理を中心に作業を進
める。 
 
 本研究期間にて当初の研究目標に記した
成果は得られないかもしれないが、どの段階
の作業も確実に行っているので、研究の末に
は有効な成果が得られると考える。今後これ
までの研究成果をまとめ、公開してゆく。 
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